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1．KdB で科⽬を検索する 

KdB（教育課程編成⽀援システム）を利⽤することで、筑波⼤学で開設している授業科⽬をさまざまな条件で検索することがで
きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

授業実施学期・曜⽇・時限で絞り込む 教室で絞り込む 要件で絞り込む 

「検索」ボタンをクリックして科⽬検索 

「要件」とは 
ある教育課程において共通の位置づけを持つ科⽬の集合を「要件」と呼びます。 
KdB では、要件は下図のように階層的に表⽰されます。 

（要件絞り込みの例） 
「⼈⽂・⽂化学群 ⼈⽂学類」の「専⾨科⽬・専⾨基礎科⽬」のみに絞り込んで科⽬を
検索する場合は、「要件」を上図のように辿っていき、「⼈⽂学類」を選択します。 

科⽬概要・シラバス・備考の記述をキーワード検索の検索対象に含めたい場合、チェックを付けます。 

検索結果の例【キーワード「ロボット」を指定して科⽬検索】

科⽬番号が「0」から始まる科⽬は⼤学院の科⽬、それ以外の数字・アルファベットから始まる科⽬は学群の科⽬です。 

検索キーワードを⼊⼒

学期・曜⽇・時限の補⾜
学期（モジュール）・曜⽇・時限についての
基本的な情報は、「開設授業科⽬⼀覧」の 
「1 ⼀般的注意事項」をご参照願います。 
http://www.tsukuba.ac.jp/education/ 

ug-courses/

・集中 
 特定の曜時限によらず、不定期の⽇程を定

めて実施する開講形態です。 

・応談 
 担当教員と受講⽣が⽇程を調整しながら

不定期に実施する開講形態です。 

・随時 
 実験指導的な内容で，学⽣が⻑時間にわた

り実験等に従事する中で必要な都度指導
を受けるような開講形態です。



２．科⽬検索結果からシラバスを閲覧する 

 検索結果として表⽰された科⽬のシラバスを閲覧することができます。 

 

 

3. シラバスの「公式版」と「最新版」について 

年度始めの配布冊⼦等にシラバスを掲載した科⽬について、年度の途中で事情により実施内容に変更が⽣じる場合があります。
このような場合、KdB では冊⼦に掲載した「公式版」のシラバスと、実施内容の変更を反映した「最新版」のシラバスを参照する
ことができます。 

KdB で科⽬検索後に科⽬名のリンクをクリックしたとき、最初は公式版のシラバスを表⽰します。ここで画⾯左上にある「最新
版のシラバスを表⽰」リンクをクリックすると、最新版のシラバスを参照することができます。また、最新版のシラバスの画⾯左
上にある「公式版のシラバスを表⽰」リンクをクリックすると、公式版のシラバスに戻ります。 

※最新版のシラバスは未確定の情報を含む場合があります。また、最新版のシラバスを KdB に掲載していない科⽬もあります。 

 
 
 

 

 

 

より詳しい KdB の使い⽅は、「教育課程編成⽀援システム開設科⽬⼀覧マニュアル」を参照してください。 
http://www.tsukuba.ac.jp/students/pdf/kdb_manual.pdf 
 

科⽬名のリンクをクリックすると、その科⽬の
シラバスを閲覧することができます。 

「シラバスダウンロード」をクリックすると、検索結果の科⽬の
シラバスを PDF ファイルでまとめてダウンロードできます。

…

【シラバスに含まれる情報】
・学習⽬標・授業の到達⽬標 
・回ごとの授業内容計画 
・成績評価基準 
・参考⽂献・授業外の学習⽅法 
・オフィスアワー・連絡先 
・履修者へのメッセージ 

…等 

【公式版シラバス】 【最新版シラバス】

最新版へ移動 

公式版へ移動 


